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ヴァンサン・シアノ氏演出による
カミュの戯曲
──『アストゥリアスの反乱』，『カリギュラ』，
『誤解』，『戒厳令』，『正義の人々』──
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は じ め に
アルベール・カミュの戯曲を上演した演出家は決して少なくない。筆者はフ
ランスで『カリギュラ』（1），『誤解』，『戒厳令』，『正義の人々』の上演を観て
いるし，日本でも蜷川幸雄演出の『カリギュラ』を観ている。また，筆者自
身，兵庫県立ピッコロ演劇学校研究科生として，研究科主任講師でピッコロ劇
団員でもある島守辰明氏の演出のもと，『戒厳令』の翻案「風が止んだ日に」
にペスト役で出演している（2）。しかし，カミュの書いた 5本の戯曲──『アス
トゥリアスの反乱』（3），『カリギュラ』，『誤解』，『戒厳令』，『正義の人々』──
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⑴ 1987年にパリ郊外ヴァンセーヌの森の中にあるエペ・ドゥ・ボワ劇場で上演され
たアントニオ・ディアズ・フロリアン演出，セルジュ・ポンスレ主演の『カリギュ
ラ』と，2007年に大阪・シアター BRAVA で上演された蜷川幸雄演出，小栗旬主
演の『カリギュラ』の比較については，拙論「カミュの『カリギュラ』の演出をめ
ぐって──アントニオ・ディアズ・フロリアンと蜷川幸雄」（『人文論究』第 58巻
第 1号，関西学院大学，2008年 5月，pp.145−158）を参照されたい。
⑵ 2014年 3月兵庫県立ピッコロ劇場大ホールで上演された島守辰明翻案・演出によ
る「風が止んだ日に」については，拙論「芝居ができるまで──アルベール・カミ
ュの『戒厳令』の場合」（『人文論究』第 64巻第 1号，関西学院大学，2014年 5
月，pp.153−173）を参照されたい。
⑶ 後で述べるように，『アストゥリアスの反乱』はカミュひとりの作品ではなく，「集
団制作の試み」である。しかし，テキストの大部分は若き日のカミュの手によるも
のであると考えられている。
６３
全てを上演した演出家は，おそらくヴァンサン・シアノ（Vincent Siano）氏
ただひとりであろう。
2013年のカミュ生誕百年を記念するために，2010年からフランス・アヴィ
ニョンの北 35 キロにあるボーム・ドゥ・ヴニーズの劇団 TRAC（Théâtre
Rural d’Animation Culturelle 地方文化振興劇団）でカミュの戯曲 5本を上
演したヴァンサン・シアノ氏は，1952年南イタリアに生まれ，9歳のときに
フランスに移民，高校卒業後，演劇を用いて地域の文化・教育活動に携わるか
たわら，1979年 TRAC を設立，地域の若者を中心にアマチュアの役者を指導
し，演出家・役者としてフランスのみならず世界 24カ国をまわり，100本以
上の芝居を上演している人物である。
その経験を活かしてシアノ氏は演劇学の D.E.A.（博士論文準備資格）を取
得し，世界各地の大学で講演や学術発表を行なっている。筆者がシアノ氏と出
会ったのも，2013年 8月にカミュ生誕 100年を記念してフランス・ノルマン
ディー地方にあるスリジー・ラ・サルの城で開かれた国際カミュ学会「芸術家
カミュ」においてであった（4）。このとき講演の中でシアノ氏がカミュの 5本
の芝居の演出について語るのを聞いて興味をもった筆者は，氏に頼んで 5つ
の公演の DVD を送ってもらった。以下では，その DVD をもとに，さらには
筆者が直接本人から聞くことができた証言もまじえながら（5），氏がカミュの
戯曲をどのように演出したかを語りたい。
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⑷ この学会での研究発表は，筆者の発表 «Albert Camus, japonais malgré lui» も含
めて，Camus l’artiste, Colloque de Cerisy（sous la direction de Sophie Bastien,
Anne Prouteau et Agnès Spiquel, Presses Universitaires de Rennes, Collection
«Interférences», 2015）にまとめられているが，残念ながらシアノ氏の講演は掲載
されていない。
⑸ シアノ氏は筆者が執筆・出演した芝居『マイ・スウィート・スウィート・ホーム』
（於，大阪・船場サザンシアター）を観るために 2014年 12月に来日した。その際
に関西学院大学で行なった講演 «Une vie en compagnie de Camus» のテキスト，
および行成望美，小西晴美，村上直子，三氏によるその翻訳「カミュと生きて」
は，『年報・フランス研究（Bulletin Annuel d’Études Françaises）』第 48巻（関
西学院大学フランス文学会，2015）に掲載されている。
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個々の上演について語る前に，TRAC の特徴について述べておこう。上に
も書いたように，シアノ氏はプロの役者は使わず，公演のたびに地域の若者を
中心とするアマチュアの役者を募るが，オーディションは行なわず，希望者は
すべて受け入れ，ひとつの作品を上演するにあたり，原則として週に 2回の
ペースで 6カ月間稽古をする。
アマチュア劇団としては非常に稀なことだが，TRAC は常設の劇場を持っ
ている。残念ながら筆者は現地に行ったことはないが，シアノ氏からもらった
5本の DVD を見るかぎり，アリーナ型とでも言うのだろうか，楕円形の舞台
を階段状の客席が取り囲み，さらにその外側にアーチと回廊があり，そこもア
クティングスペースとして使われている。舞台装置は非常にシンプルで，いず
れの芝居の場合も，装置の転換は行なわず，天板に透明のアクリル板をはめ込
んだ金属の台のみを使い，これを組み合わせて高低差をつくることによって
様々な情景をつくりあげている。
5本の芝居の上演時間は，最も長いのが『正義の人々』で 1時間 45分，最
も短いのが『アストゥリアスの反乱』で 1時間 4分，『誤解』と『戒厳令』は
ともに 1時間 19分，『カリギュラ』は 1時間 31分である。筆者もピッコロ演
劇学校に在籍していた際に経験があるが，観客の集中力を 2時間以上持続さ
せることはたやすいことではない。そのため演劇学校では，どんな戯曲を上演
するにせよ，オリジナルに手を入れ，1時間半程度になるよう刈り込んでい
た。シアノ氏も同じように考えたのだろう，カミュのオリジナルを短縮して上
演台本をつくっている。
5本の芝居をカミュの執筆順に並べると，『アストゥリアスの反乱』，『カリ
ギュラ』，『誤解』，『戒厳令』，『正義の人々』となるが（6），シアノ氏は『正義
の人々』（2010年 4月），『アストゥリアスの反乱』（2011年 1月），『カリギ
ュラ』（2011年 4月），『誤解』（2011年 5月），『戒厳令』（2012年 4月）の
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⑹ 初演の日付から言うと『誤解』の方が『カリギュラ』よりも早いが，執筆は『カリ
ギュラ』の方が早く，プレイヤード版では旧版でも新版でも『カリギュラ』が先に
掲載されている。
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順で上演した。以下では，シアノ氏が上演した順に従って個々の芝居の演出を
見ていきたい。
『正義の人々』の演出
『正義の人々』（Les Justes）は 1949年 12月パリのエベルト座で，ポール
・エトリ演出，マリア・カザレス主演で上演されたのが初演で，カミュのオリ
ジナルの戯曲としては（7）最も後に書かれたものであるが，シアノ氏は 5つの
作品のなかでこれを最初に上演した。氏はこの選択について，『正義の人々』
に登場する 5人のテロリストを演じるのにふさわしい若い役者がたまたま揃
ったからだと言っているが，シアノ氏の個人的な経験に基づくものであると考
えることもできる。氏の言によると，彼が演劇に目覚めたのは，15歳のとき
教師にすすめられて上級生が上演した『正義の人々』を見に行ったことがきっ
かけだった（8）からだ。カミュの戯曲を上演するにあたって，シアノ氏がその
ことを想起したことは想像に難くない。
とはいえ，シアノ氏がテロリスト役を演じる 5人の役者の「若さ」を重視
していることは非常に興味深い。演劇，とくにアマチュア演劇の世界では，年
配の役者が若者の役を演じたり，若い役者が年配の役を演じたりすることは珍
しいことではないが，シアノ氏の頭の中では，セルゲイ大公を暗殺する 5人
のテロリストたち──カミュ自身は彼らを「心優しきテロリスト」と呼んでい
る──は，リーダー格のアネンコフやニヒリストのステパンも含めて，純粋で
無垢な若者でなければならなかったのである。
そのことは 5人のテロリストが帽子から靴にいたるまで全身白ずくめの衣
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⑺ カミュはここにあげた 5つの戯曲のほかに，ピエール・ドゥ・ラリヴェイの『精
霊たち』，ペドロ・カルデロンの『十字架への献身』，ディノ・ブザッティの『ある
臨床例』，ロペ・ドゥ・ヴェガの『オルメドの騎士』，ウィリアム・フォークナーの
『尼僧への鎮魂歌』，ドストエフスキーの『悪霊』を翻案している。
⑻ Vincent Siano, «Une Vie en compagnie de Camus», art.cit., p.142.「カミュと生
きて」，前掲論文，p.150.
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装を着ていることにもあらわれている。他の登場人物が色ものの衣装を着てい
る──囚人であり死刑執行人でもあるフォカはカーキ色のシャツと黒のズポン
を，警察長官のスクラートフは黒のシャツと黒のズボンを着ており，大公妃は
尼僧がかぶるような長い頭巾をかぶっているが，その色は薄いブルーであり，
下に着ているワンピースは緑がかった灰色である（9）──だけにいっそう 5人
の衣装の白さは印象的である。
これは言われてしまえば当たり前のことのようだが，かなり斬新な演出であ
る。筆者の記憶に間違いがなければ，パリで観た『正義の人々』では，重く暗
い雰囲気を強調するためか，5人のテロリストは黒を基調とした衣装を身に着
けていたように思うし，筆者の手元にあるギー＝ピエール・クロー演出の『正
義の人々』の DVD（10）では，5人の個性をあらわすかのように，ドーラは赤い
花柄のワンピース，アネンコフは黒のタートルネックにオレンジ色のジャケッ
ト，ステパンは黒の革ジャン，ヴォワノフは灰色のコート，カリヤーエフはブ
ルーのジャケットに柄物のセーターを着て登場し，以後，幕に合わせて別の色
の衣装に着替えるからだ。
芝居の冒頭では，ロシアの民衆を思わせるコロス（合唱隊）が登場し（11），
アコーデオンの生演奏にのせてロシア民謡「カチューシャ」をロシア語で歌
う。やがて，ドーラとアネンコフが舞台中央にあらわれ会話が始まるが，第 1
幕で特に興味深いのは，幕の終わり近くでカリヤーエフとドーラがふたりで会
話する場面である。
アネンコフが退場し，カリヤーエフとふたりきりになると，ドーラはそれま
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⑼ なぜ大公妃は喪服を着ていないのだろう。その点を質問したところ，シアノ氏はテ
ロリストたちと大公妃の間に白と黒のコントラストをつくりたくなかったからだと
答えた。
⑽ Les Justes, texte Albert Camus, mise en scène Guy-Pierre Couleau, jouée à
l’Athénée Théâtre Louis-Jouvet à partir d’avril 2007 et filmée en mai 2007,
Collection COPAT, 2007.
⑾ シアノ氏は『正義の人々』，『誤解』，『戒厳令』でコロスを登場させている。ひとつ
には出演希望者全員を舞台にあげるための工夫であろうが，それが非常に大きな効
果をあげていることも事実である。
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でかぶっていた白いロシア風の帽子を脱いで床に置く。ふたりで話しているう
ちに，カリヤーエフは「自分は死ぬんだと考えると心が安らぐ。ほら，僕は微
笑んでるだろう。そうして僕は眠りにつく，子どものようにね」（III, 14）と
言いながら，座っているドーラの膝に顔を埋めるが，ここでのふたりは母親と
息子か，姉と弟のような存在であり，そこにセクシュアルなものは感じられな
い。しかし，その後，ドーラが「私たちは自分たちの義務以上のものを支払う
のよ」（III, 14）と言いながらカリヤーエフを後ろから抱きしめる場面を境に
して様相が代わり，立ち上がったドーラを追いかけるようにしてカリヤーエフ
は彼女を抱きしめ，彼女の上着のボタンをはずし，腰や太腿をまさぐる。「私
はもっとあなたを助けたいの。ただ……」，「ただ？」，「いいえ，私どうかして
るわ」（III, 14）というふたりの台詞にシアノ氏はセクシュアルな意味，すな
わちこれから死地に赴くカリヤーエフを「助ける」ためにドーラは自分の身体
を提供しようとしているという意味をもたせたかったのだろうか。いずれにせ
よ，このシーンのもつセクシュアリティは明らかであり，直後にアネンコフが
戻ってくる場面で，ドーラが見られてはならないところを見られそうになった
かのようにあわてて上着のボタンをとめ帽子をかぶることが，それをさらに強
調している。
セクシュアルな要素は第 4幕でカリヤーエフが大公妃と対面する場面にも
みられる。獄中のカリヤーエフは囚人服を思わせる白いシャツを着て，前を完
全にはだけている。一方，大公妃はすでに述べたように尼僧のかぶるような長
い頭巾をかぶっているが，頭の部分をはずしショールのように肩からかけたま
ま，後ろからカリヤーエフの両肩を掴み，彼の背中に頬をすり寄せる。夫を殺
された妻が犯人に話しかけるというには似つかわしくないやさしさを感じさせ
る場面だが，その後，感情を高ぶらせた大公妃は「あの人［大公］は農民が好
きだった。よく一緒に飲んでたわ。それなのにあなたはあの人を殺した，殺し
た，殺した」（III, 42）（12）と叫びながら，カリヤーエフをアクリルの天板の上
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⑿ カミュの戯曲では大公妃は「それなのにあなたはあの人を殺した」（Et tu l’as
tué.）としか言わないが，シアノ氏はこの台詞を 3度繰り返させている。
６８ ヴァンサン・シアノ氏演出によるカミュの戯曲
に仰向けに押し倒し，両手首を掴んで動けないようにして，裸の胸に頬を押し
付ける。
ロジェ・キーヨは，カリヤーエフが獄中で会う 3人の人物，囚人であり死
刑執行人でもあるフォカ，警察長官のスクラートフ，大公妃は 3つの「誘惑」
（tentation）をあらわしていると述べている（13）。砂漠のイエスが悪魔から 3
つの「誘惑」を受けるように，カリヤーエフは 3人の人物との邂逅を通して，
「民衆」，「法律」，「宗教」という 3つの観点から，自分たちの考える「正義」
は本当に正しいのかという疑問に直面しなければならないのである。シアノ氏
の演出はそこにセクシュアルな要素を加え，精神的な「誘惑」（tentation）と
性的な「誘惑」（séduction）を融合させたと言えるだろう。
シアノ氏の演出のもうひとつの大きな特徴はユーモアである。それは同じ第
4幕でフォカ（14）が登場する場面に集中している。フォカは第 3幕と第 4幕の
幕間で沈痛な歌を歌うコロスに混じって登場するが，それは彼がロシアの民衆
＝コロスの仲間であることを示していると考えることができる。コロスが去っ
た後，ひとり舞台に残ったフォカは，コロスが歌った曲とは対照的な陽気で滑
稽な曲「カリンカ」を楽しげに歌い踊る。拍手をするカリヤーエフに彼は 3
人の人間を殺害したことを楽しげに打ち明ける。フォカとカリヤーエフの会話
は全く噛み合ない。フォカにとって殺人は酒を飲み過ぎたか，女のことで争っ
た結果生じるものであり，カリヤーエフが正義のために大公を殺害したという
ことを彼は理解できないのである。
この場面は，民衆のために自らの命を捧げるカリヤーエフたちの行為や思想
が，肝心の民衆に理解されないということをあらわす悲痛な場面であるが，シ
アノ氏はふたりの話のずれに滑稽さを盛り込み，フォカが「旦那はたぶんもっ
とうまくいくさ。裁判官にもいいのと悪いのがいてね。結婚しているかどう
か，どんな女房かによりけりさ」（III, 34）という場面や「死刑囚の首を吊る
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⒀ Roger Quilliot, La Mer et les prisons, essai sur Albert Camus（nouvelle
édition），Gallimard, 1970, p.211.
⒁ シアノ氏の演出では，フォカは最も若いテロリスト・ヴォワノフと同じ役者が演じ
ている。
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のは俺なんだ」（III, 36）という場面では客席から笑いが漏れている。シアノ
氏はまた，帚を肩に担いだフォカが勢いよく振り向いた拍子に，帚の先があた
りそうになりカリヤーエフが飛びのくという滑稽な動きもつけている。
その後，フォカは「カリンカ」を口笛で吹きながら舞台奥に向かうが，「じ
ゃあお前は死刑執行人なんだな」というカリヤーエフのことばを聞いて振り返
り，「そうとも，旦那。で，あんたは？」（III, 36）と答えたあと，「カリンカ」
を歌いながら登場したコロスに迎えられ担ぎ上げられて退場する。彼はここで
再び民衆と一体化し，カリヤーエフに敵対するのである。シアノ氏の演出は，
悲劇的なものと滑稽なものが両立しえること，両立することによって互いを強
調するものであることを示していると言えるだろう。
『正義の人々』は会話を中心とする思想劇であり，非常に地味な芝居である。
それだけに演出家がオリジナリティを発揮する余地はそれほど多くない。しか
し，シアノ氏は 5人のテロリストに白を着せて彼らの無垢を強調するととも
に，沈鬱で，ともすれば単調になりそうな芝居にセクシュアリティやユーモア
を加味し，非常に魅力的な舞台を作り上げている。
『アストゥリアスの反乱』の演出
『アストゥリアスの反乱』（Révolte dans les Asturies）はカミュが共産党に
属していた時期（1935年から 1937年）に情報宣伝活動の一環として立ち上
げた劇団「労働座」（Le Théâtre du Travail）の演目として友人たちと一緒に
書いた戯曲である。作者の名前は記されておらず「共同制作の試み」（essai de
création collective）とされているが，実際にはかなりの部分をカミュが書い
たとされている。この芝居は 1936年 4月 2日にアルジェで上演される予定で
あったが，アルジェ市長オーギュスタン・ロジの妨害により公演は中止となっ
た。その後この芝居は一度も上演されることがなく，シアノ氏が TRAC で上
演したのが世界で初めての公演である。
『アストゥリアスの反乱』は群像劇であり群衆劇である。ペペ（15），ピラー
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ル，サンチアゴ，アロンゾなど名前を与えられた人物も少なからずいるが，主
人公と呼べるような人物はいない。カミュはト書きで「舞台装置は観客を取り
囲み押しつぶし，否応なく芝居の中に入らせる。［……］芝居は観客の周囲の
様々な場所で展開され，観客はそれぞれの座っている場所に応じて芝居を見て
参加することになる」（I, 5）と述べ，観客を取り囲むような形で舞台をつく
るように指示している。舞台と客席が完全に分離され，観客が外側から芝居を
見ることになる額縁舞台が当たり前の時代にあって，これは革新的な試みであ
ったと言えよう。
シアノ氏は客席の外をぐるりと取り囲む回廊をアクティングスペースとして
多用することで，部分的にではあるがカミュの指示を実現している。彼はま
た，冒頭で居酒屋にいる人々が歌い踊る場面に代表されるように，原作にはな
いスペイン語の歌やスペイン風のダンスを随所に挿入することで，この劇に本
来あるべき祝祭的な雰囲気を醸し出している。
『アストゥリアスの反乱』は 1934年 10月 5日にスペイン・アストゥリアス
で始まった炭坑夫たちの反乱を描いた芝居であり，登場人物のほとんどは戦闘
中に死ぬか，あるいは政府軍に捕まり処刑される。その意味では非常に暗い芝
居だが，ここにもシアノ氏は滑稽さを持ち込み，カミュの戯曲ではラジオから
聞こえてくることになっているスペイン首相の演説（第 3幕第 2場）を，男
女それぞれの役者があやつる 2体の人形に語らせ，首相役の人形が演説をす
る間，もう一体の人形がさかんに茶々を入れ，挙げ句の果てには二体が殴り合
いの喧嘩を始めるというコミカルな演出をつけた。また，第 4幕で吃音の兵
士が登場し「鞭が折れました」という場面（16）や，アロンゾが政府軍の将校に
「唐辛子とドライトマトはお好きで？」（17）と尋ねる場面でも，観客席から笑い
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⒂ ペペ（フランス語読みではペープだが，シアノ氏の舞台ではスペイン語風にペペと
呼ばれている）はおそらく十代の若者であるが，シアノ氏の芝居では中年の男性が
演じている。
⒃ この台詞はカミュの戯曲にあるが，兵士が吃音であるというのはシアノ氏が付け加
えたものである。
⒄ この場面はカミュの戯曲にはなく，シアノ氏が付け加えたものである。
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が漏れた。
シアノ氏の演出で特筆すべきはラストである。カミュの戯曲では亡霊となっ
た男たちが客席の四方でモノローグを言うことになっているが，シアノ氏の芝
居では，ピラールが仲間たちにみとられながら死んでいった後（18），童謡を思
わせる単純素朴で軽快なピアノの演奏が流れ，ペペ，サンチアゴ，サンチェ
ス，アントニオら戦闘で死んだ男たちが舞台に登場し，音楽にあわせてまるで
子どものように無邪気に遊び始める。彼らは遊びながらモノローグを言うが，
シアノ氏はカミュの書いた長いモノローグを分割し，掛け合いのような軽快な
調子で彼らに台詞を言わせている。やがて彼らにピラールが加わり，ペペの
「もうじき初雪が降る」（I, 28）（19）という台詞に合わせて，舞台中央の段に乗
ったアロンゾが腰に下げた袋から羽毛を取り出し，雪に見立てて息を吹きかけ
他の人物たちの上に降らす。ピアノの演奏はアコーデオンに変わり，芝居の冒
頭で演奏された陽気な曲が流れ，他の登場人物たちも加わり，アロンゾが中央
で雪を降らせ続けるなか，全員で手を繋いで踊り始め，冒頭の居酒屋のシーン
が再現される。やがて再び曲調が変わり，ふたりの人物が退場し，ペペが悲し
いダンスを踊る。この場面は第 2幕第 1場でトラックに火薬を載せて兵舎の
壁を爆破する役にくじ引きで選ばれたルイスとレオンが去っていく場面の再現
である。さらに男たちが政府軍の飛行機に追いつめられる場面が再現された
後，再び童謡風の曲が流れ，それに合わせて男たちが遊ぶ場面で暗転となる。
ラストで役者の動きのみで簡潔に芝居全体の流れを再現していくという演出
は秀逸であり，悲劇的な場面を悲劇的に演じず，むしろ明るく楽しい場面とし
て演じるという手法は，悲劇性をより際立たせるものとして見事というほかな
い。シアノ氏はカミュの書いたテキストに改変を加えているが，あくまでその
意図に忠実であり，作品の精神を最大限に尊重しつつ，そこに自身のオリジナ
リティを加えていると言えよう。
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⒅ この場面はカミュの戯曲にはなく，シアノ氏が付け加えたものである。
⒆ カミュの戯曲ではこの台詞を言うのはペペではなく，「ひとりの男」である。
７２ ヴァンサン・シアノ氏演出によるカミュの戯曲
『カリギュラ』の演出
祝祭的という意味では，『カリギュラ』の演出も同様である。『カリギュラ』
（Caligula）は 1945年，パリのエベルト座で，ポール・エトリ演出，ジェラ
ール・フィリップ主演で上演された芝居で，おそらくカミュの戯曲のなかで最
も再演されることの多い作品であろう。
シアノ氏の演出でまず目につくのは，解放奴隷エリコンの造型である。カミ
ュの戯曲ではエリコンは暴君カリギュラの腹心の部下であり，非常にシニカル
な人物であるが，演出家のイマジネーションを刺激する人物とみえて，1987
年にエペ・ドゥ・ボワ劇場で上演された『カリギュラ』では，演出のアントニ
オ・ディアズ・フロリアンはエリコンを小太りで赤鼻の役者に演じさせ，子犬
か何かのようにカリギュラやセゾニアに頭を撫でられたり追い払われたりする
道化に仕立て上げていた。一方，シアノ氏は大男と小男のふたりに二人羽織の
ような形で同じ服を着せ，同時にあるいは交互に台詞を言わせるという非常に
斬新な演出を見せた。このような演出はエリコンという人物の複雑さ──他の
登場人物は全員，カリギュラという「演出家」に操られる「役者」であるが，
エリコンは「私は彼の観客です」（I, 333）と言っている──を表現すると同
時に，この芝居のもつ狂躁的な祝祭感を際立たせるのに一役かっていると言え
るだろう。
『正義の人々』ではコロスがロシア語の歌を歌い，『アストゥリアスの反乱』
では居酒屋で人々がスペイン語の歌を歌い踊ったが，『カリギュラ』にはこれ
といった歌やダンスのシーンはない。しかし，ヴィーナス崇拝の儀式（第 3
幕第 1場）や，カリギュラがセゾニアやエリコンや貴族たちとともにバレエ
のチュチュを思わせる姿で現れる場面（第 4幕第 4場）や，詩のコンテスト
の場面（第 4幕第 12場）が，歌やダンスにかわって祝祭的な雰囲気を醸し出
している。
音楽についても同様である。シアノ氏はクラリネットやテナーサックスやト
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ロンボーンなど管楽器を中心とする楽団に「トルコ行進曲」やチャーリー・チ
ャップリンが映画『モダン・タイムズ』で使って有名になった「ティティー
ナ」など，観客になじみ深い曲を演奏させて，サーカスか見世物小屋にいるか
のような印象を与えている。
衣装について言えば，赤が強調されており，貴族たちはケレアやシピオンも
含めて全員が赤いスカーフを首に巻き，セゾニアは赤と黒のツートンカラーの
ワンピースを，カリギュラに凌辱されるミュシユスの妻は鮮やかな赤のワンピ
ースを着ている。さらに，ヴィーナス崇拝の儀式の場面では，貴族たちは赤い
風船を頭につけているし，詩のコンテストの場面（20）では参加者はみなおもち
ゃの赤鼻をつけている。赤はカリギュラが流す血の色と解釈できなくもない
が，それ以上に祝祭的雰囲気を出すための演出と考えるべきであろう。なお，
カリギュラ自身は，第 1幕では赤いシャツ，赤いネクタイに黒いズボンをは
き，赤茶色のコートを羽織っており，第 2幕では黒いスーツに貴族たちと同
じ赤いスカーフをつけ，第 3幕ではスカーフを茶色の羽毛のマフラーに変え，
最終第 4幕では第 1幕と同じ衣装に白いベストをつけている。面白いことに
エリコンだけは赤いものを一切身に付けない。衣装の面でもエリコンは特別な
存在として扱われているのである。
『カリギュラ』の上演でつねに問題となるのは鏡の扱いである。カリギュラ
は第 1幕の最後で銅鑼を叩く槌で鏡にうつった自分の姿をかき消そうとし，
第 4幕の最後で鏡にうつった自分に話しかけた後，椅子を投げつけて鏡を割
るのだが，この場面をどのようにするかは演出家にとって非常に悩ましいとこ
ろである。先に名前をあげたアントニオ・ディアズ・フロリアンは鏡を使わ
ず，そこに鏡があるという体で役者に芝居をさせた。逆に蜷川幸雄は舞台の背
景全体を鏡ばりにして，小栗旬が演じるカリギュラに実際に椅子を投げつけさ
せ鏡を割らせた。一方，シアノ氏は金属の枠の中に鋭角に切った透明のアクリ
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⒇ カミュの戯曲ではコンテストの参加者が詩を朗読するのをカリギュラが呼び子を吹
いて妨げることになっているが，シアノ氏の演出では参加者は口を動かすだけで声
は出さず，カリギュラはハーモニカを吹いて朗読をやめさせた。
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ル板をはめ込み鏡に見立て，鏡を壊す場面はカットした。また，彼は上にあげ
た 2つの場面以外に，カリギュラがミュシユスの妻を凌辱する場面（第 2幕
第 6場）でも鏡を効果的に使っている。カミュの戯曲ではカリギュラはミュ
シユスの妻を連れて別室に下がる，つまり退場することになっているが，シア
ノ氏はふたりを鏡の前に立たせ，カリギュラがミュシユスの妻を後ろから愛撫
するという演出をつけたのである。
演出家を悩ませる場面としてはもうひとつ，カリギュラがケレア（21）を呼び
出し，彼の目の前で陰謀の証拠を燃やす場面がある。カミュの戯曲では証拠と
なる文書を松明で燃やすことになっているが，安全面を考えるとこれはなかな
かむずかしい。シアノ氏の演出では，カリギュラは松明の代わりにジッポーラ
イターを使って，金属の皿の上で，軽快な音楽に合わせて楽しげに踊りながら
文書を燃やしている。無論，古代ローマにライターがあるはずはないが，時代
考証を無視して意図的に時代性を混乱させることは芝居の世界ではよくあるこ
とであり，『カリギュラ』を歴史的現実からできるだけ遠ざけようとしたカミ
ュの意図（22）に合った演出であると言えよう。
『誤解』の演出
1944年，パリのマテュラン座でマルセル・エラン演出，マリア・カザレス
主演で上演された『誤解』（Le Malentendu）は，登場人物はわずか 5人で，
チェコスロバキアの田舎の宿屋という閉鎖された空間で展開する沈鬱な芝居で
────────────
21 カミュは 1941年版『カリギュラ』でケレアの年齢を 30歳としている──ちなみ
にカリギュラは 25−29歳，セゾニアは 35歳，エリコンは 30歳，シピオンは 17
歳である（I, 389）──が，シアノ氏の芝居では 60代か 70代の老人が演じた。シ
アノ氏によると，この老人は『カリギュラ』のケレアが好きで，『カリギュラ』を
上演するのなら是非ケレア役を演じたいと連絡してきた人物だとのことであるが，
大人の風格が感じられ，ケレアのもつ分別や良識に合った人選だと思われる。
22 カミュは 1941年版『カリギュラ』に「［舞台装置は］重要ではない。「ローマ風」
以外であればどんなものでもかまわない。［……］カリギュラの「妄想」を除いて，
歴史的なものは何ひとつここにはない」と書いている（I, 389−390）。
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ある。『カリギュラ』と『誤解』はカミュの「不条理の連作」に，『戒厳令』と
『正義の人々』は「反抗の連作」に属するが，『カリギュラ』と『戒厳令』は登
場人物が多く，見世物的な要素の多い派手な芝居であるのに対し，『誤解』と
『正義の人々』は登場人物が少なく，動きも少ない地味な芝居である。おそら
くカミュは意図的にそれぞれの「連作」で対照的な作風の戯曲を二作ずつ書い
たものと考えられる。
登場人物の少なさを補うためか，シアノ氏は『正義の人々』の場合と同じ
く，『誤解』にコロスを使い，ドイツ語の歌を歌わせている（23）。ただし，『正
義の人々』のコロスが帝政下のロシアの「民衆」をあらわしているのに対し，
『誤解』のそれは悲惨な出来事の一部始終を目撃しながら一切介入しない冷酷
で皮肉な「観察者」をあらわしているように思える。第 2幕第 2場で宿屋の
自室にいるジャンが不安に駆られ独り言を言う場面や，第 2幕第 8場で母親
とマルタが睡眠薬を飲まされ眠っているジャンを宿屋から運び出し川に投げ込
もうとする場面で，コロスは登場人物を取り囲み，顔を覗き込むようにして歌
うが，当然ながらその姿は登場人物には見えていない。コロスはいま何が起こ
っており，これから何が起こるのかを知っているが，それを止めようとはせ
ず，ただ見ているだけである。コロスは宿屋の老僕と同じく「神」や「運命」
をも思わせる。
その意味では，第 3幕の間中，老僕が舞台中央後方に置かれた 2メートル
ほどの柱に腰掛けていることは興味深い。彼は柱に背を向けて立ったマルタに
上から手を伸ばし，彼女の目の前にジャンのパスポートを差し出す。マルタと
母親はそれによってはじめて自分たちが誰を殺してしまったのかを知る。老僕
はそのまま最後まで柱の上にとどまり，絶望したマリアに「お呼びですか？」
と声をかけ，助けを求める彼女に「いいえ」と答えるラストでも柱の上から台
詞を言う。老僕は台本上では「老人」（Le Vieux）として示されており，これ
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23 なぜチェコ語ではなくドイツ語なのかシアノ氏に尋ねたところ，この物語はナチス
・ドイツの占領下で起こる物語だからだと氏は答えた。カミュの戯曲にはそのよう
な記述はなく，これはシアノ氏独自の解釈である。
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はその音からして「神」（Le Dieu）を思わせるとよく言われる。シアノ氏の
演出はこの解釈をより強調したものであると言えるだろう。
ジャンが宿屋まで彼を追いかけてきた妻マリアと話す場面（第 1幕第 3場）
でマルタが舞台上にとどまっていることもまた注目に値する。勿論，マルタに
はジャンやマリアの姿は見えないし，彼らの会話は聞こえないことになってい
る。だが，もしここでマルタがふたりの会話を聞いてさえいれば，悲劇は避け
られたはずだ。シアノ氏は本来はそこにいないはずのマルタを舞台にいさせる
ことによって，運命の皮肉を強調しているように思える。同じことが，泊まり
客を殺して金品を奪うことに疲れた母親をマルタが説得しようとする場面（第
1幕第 8場）についても言える。ジャンはこの場面では自分の部屋にいるはず
だが，シアノ氏は彼を母親やマルタのすぐそば，手を伸ばせば相手に触れるほ
ど近いところにいさせているのである。シアノ氏は舞台の狭さや装置の少なさ
を逆手にとり，観客の感じるもどかしさ──悲劇はいくらでも避けられたはず
なのに，なぜこうなってしまうのかという気持ち──を煽っていると言えよ
う。
シアノ氏の『誤解』の演出で最も顕著なことは，第 3幕第 1場でマルタが
ジャンの正体を知って自分から去って行こうとする母親を激しくなじりながら
「忘れないで。家に残ったのは私だってこと。あのひと［ジャン］は出て行っ
たのよ。［……］私は残ったの。小さく陰鬱なまま倦怠の中に。大陸のただな
かに打ち込まれたみたいに。」（I, 488−489）と言いながら服を脱ぎ，下着姿に
なることである。非常に衝撃的な演出であるが，次の「お母さんだって服を脱
いだ私を見たことがないわ」（I, 489）という台詞に呼応したものと考えるこ
とができよう。マルタは一切の虚飾を剥ぎ取った裸の自分を母親に見てもらい
愛してもらいたいと思っているのである。またその一方で，彼女が服を脱ぐこ
とは「誰も私の口にキスしたことはないわ。」（I, 489）という台詞ともあいま
って，恋も結婚もせず母親のもとにとどまったマルタの性的なフラストレーシ
ョンをあらわしているとも言えるだろう。シアノ氏の演出は先に引用したマル
タの台詞にある「小さい」（petite），「陰鬱な」（sombre）に性的な意味を与え
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るものだと言える。この二つの形容詞は，マルタが女性としての魅力に乏しく
（sombre），処女のままである（petite）ことを示しているように思えるのだ。
筆者はシアノ氏の演出にただ感心するばかりだが，ひとつだけ疑問を感じる
ことがある。第 1幕第 5場で宿帳に必要事項を記入するマルタの質問に答え
る際，ジャンは自分の年齢を明かしているが，カミュの戯曲では 38歳となっ
ているのをシアノ氏は 33歳と書き換え（24），それに合わせてジャンが家出し
たのを 20年前から 15年前に変更していることである。ふつうならばそのよ
うな変更が問題となることはない。しかし，そのために第 3幕第 1場のマル
タと母親の対話，マルタ「20年もあなたを忘れていた美しい愛ね。」，母親「20
年の沈黙を生き延びた美しい愛だよ。」（I, 487）というやりとりと整合性をも
たなくなってしまったのは残念というほかない。整合性をもたせようと思え
ば，「20年」を「15年」に変更すればいいようなものだが，シアノ氏はおそ
らく語呂を考えたのだろう，この部分は変更してない。しかし，それならば最
初からカミュの戯曲通り，ジャンは 20年前に家出し，現在 38歳であるとい
う設定にしておけばよかったのではないだろうか。
『戒厳令』の演出
『戒厳令』（L’État de siège）は 1948年 10月，パリのマリニー座で上演さ
れた。演出と主演（ディエゴ役）はジャン＝ルイ・バロー，共演者に公私にわ
たりバローのパートナーであったマドレーヌ・ルノー（女秘書役），ピエール
・ブラッスール（ナダ役），マリア・カザレス（ヴィクトリア役）を揃え，音
楽はアルテュール・オネゲル，美術はバルテュスが担当するという豪華キャス
ト・スタッフであったが，批評家からは酷評を受け，興行的にも失敗し，上演
は早々に打ち切られた。
『戒厳令』はシアノ氏が最も斬新な演出をみせた芝居である。カミュの戯曲
────────────
24 シアノ氏によると，ジャンを演じた役者は当時 23歳であり，役者本人がジャンの
年齢を書き換えることを提案したため，そのようにしたとのことである。
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ではペストは高級将校の制服を着た男性であり，女秘書は年配の女性であ
る（25）。しかし，シアノ氏はペストを女優に演じさせ，黄色のボディスーツに
網タイツという SM の女王のようなボンテージファッションを着せ（26），女秘
書は AKB 48を思わせる衣装（27）──白いシャツ，濃紺のカーディガン，赤い
チェックのミニスカート──を着て，肩からバッグをかけた十代後半とおぼし
い若い女優に演じさせたのである。別のところにも書いたことだが（28），軍服
姿の独裁者を登場させることは，「ペスト」＝「ナチズム」という単純な図式化
をまねきかねず，あらゆる形の独裁，専制，官僚主義体制を批判する芝居の射
程をいたずらに狭めるものであり，初演が失敗した原因のひとつであると考え
ることができる。シアノ氏はペストという人物の造型を根本から作り直すこと
で，カミュの戯曲がもつそのような「欠点」を補っていると言っても過言では
ないだろう。
とはいえ，なぜシアノ氏はペストを女優に演じさせたのだろうか。この点に
ついて質問したところ，氏は「現代において独裁は「力」によってなされるの
ではなく，「誘惑」によってなされるということを示したかった」と答えた。
ペストがセクシーに，また楽しげに専制を行なう姿は，まさにそのことを示し
ていると言えよう。
ペストと女秘書のこのような造型は芝居にセクシュアルな，あるいはエロテ
ィックな要素を盛り込むことになった点でも注目に値する。それが顕著にあら
われているのが，判事の家から逃げ出したディエゴがヴィクトリアを抱きしめ
ようと近づいた瞬間，ふたりの邪魔をするように女秘書があらわれる場面であ
る。「何をしているの（Que faites-vous?）」と尋ねる女秘書に，ヴィクトリア
────────────
25 女秘書はペストに「私はあなたより年上よ」（II, 363）と言っている。なおカミュ
の戯曲では女秘書は「死」であることが何度も暗示されている。
26 ペストは第 2部では黄色いミニのワンピースを着て，第 3部ではその上から軍服
を羽織るが，SM の女王の印象は変わらない。
27 シアノ氏自身は「イギリスの女子高校生の制服をイメージした」と言っている。
28 Hiroki Toura, La Quête et les expressions du bonheur dans l’œuvre d’Albert
Camus, Eurédit, 2004, p.303.
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は「勿論，恋よ（L’amour, bien sûr.）」と答える（II, 340）。日本語に訳して
しまうとわからないが，faire l’amour とは英語のメイクラヴ，つまり性交を
意味する。要するに，ヴィクトリアはここでふたりが初めてセックスしようと
しているということを言っているとも解釈できるのだ。だが，ふたりの願いは
叶わない。カミュの戯曲では「女秘書はディエゴの脇の下を叩き，二つ目のし
るしをつけ」，「さっきまでは怪しいというだけだったけど，もう感染してしま
ったわ」と言うことになっている（II, 340）が，シアノ氏は，女秘書がディ
エゴにディープキスをして同じ台詞を言うという演出をつけている。ふたりの
キスを見て顔をそむけたヴィクトリアに，女秘書は「ごめんなさいね。私は女
より男の方が好きなの」（II, 340）と言う。台詞はカミュの戯曲の通りだが，
シアノ氏はディエゴ，ヴィクトリア，女秘書の間に奇妙な三角関係が生まれて
いるという点を強調しているのだ。女秘書が去った後，ディエゴはヴィクトリ
アを仰向けに押し倒しのしかかり，彼をはねのけて起き上がったヴィクトリア
を執拗に後ろから抱きしめる。非常にセクシュアルな，見ようによってはディ
エゴがヴィクトリアを犯そうとしているとさえとれる演出である。
女秘書がディエゴにある種の愛着をもっているというのはカミュの戯曲に書
かれていることだが，シアノ氏はそれをはっきり恋愛感情として演出してい
る。氏の演出では，女秘書は最初の対決でペストに敗れ逃げ出すディエゴにし
るしをつけるよう命じられるが，ためらい何もしない。ラストでも同じように
ディエゴを殺すよう命じられるが，今度はノートを落としてしまう。
その意味では，第 2部の終わりで舟に乗って町から逃げ出そうとするディ
エゴを女秘書がとめる場面は，性的な誘惑の場面ととらえることができる。こ
こで女秘書はノートをとりあげようとするディエゴに腕を引かれるまま彼に身
を任せ，彼の首に手をまわし抱きしめる。その「誘惑」にのったかのように，
ディエゴは女秘書をなじりながら仰向けに押し倒しのしかかる。ディエゴはヴ
ィクトリアにしたのと同じことを女秘書にしていると言えるが，ヴィクトリア
が抵抗したのに対し，女秘書はディエゴを受入れるかのように仰向けになった
まま両足を彼の腰にからめ，身を起こしたディエゴの胸のあたりをまさぐり，
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彼を自分の上に引き戻そうとする。ディエゴは「笑うな」と言って女秘書の頬
を平手で打つが，その打ち方は軽く，しかも打った後，大変なことをしてしま
ったと後悔するような表情を浮かべる。その後，ディエゴは座ったまま後ろか
ら女秘書の腰に手を回し，話を続ける。この場面は台詞の上では女秘書とディ
エゴの対決の場面であるはずだが，シアノ氏はそれを恋人同士がじゃれあって
いるかのような場面に作り替えているのである。
シアノ氏の演出でもうひとつ注目すべきは，白いぼろをまとったコロスが最
初から最後まで舞台上にいることである。ペストがやってくる前，婚約したば
かりのディエゴとヴィクトリアが愛を語り合う場面では，白い布がヴィクトリ
アに巻き付いており，布の端をコロスの年配の女性が握り，彼女の動きを制限
している。ディエゴにはそのような布はない。布は女性を抑圧する封建制度を
意味しているのだろうか。コロスはまた，伝染病の蔓延が明らかになったと
き，思い思いに両手をこすりあわせ，呪術的な身振りをする。
ディエゴが立ち上がれと呼びかけると，コロスは白いぼろを脱ぎ捨て，灰色
の肌着姿を見せる。彼らは女秘書の計略にのって，ノートを奪い気に喰わない
人間を殺そうとする。彼らはさらにペストが去ったあと祝賀演説をする政治家
に拍手をする。コロスが民衆をあらわしていることは異論の余地がないが，彼
らは決して無垢ではない。灰色の肌着はそのことを示しているように思える。
シアノ氏はまたラストシーンを大胆に書き換えている。カミュの戯曲では，
ディエゴがヴィクトリアの身代わりとなって死ぬことを受け入れ，ペストが町
から去った後，ヴィクトリアはディエゴをなじり，女たちのコロスが彼を取り
囲み，「この男に不幸あれ」（II, 364）とディエゴを呪うことになっているが，
シアノ氏はその場面をカットして，ナダの演説につなげているのである。カミ
ュの戯曲では，ナダは演説の後，海に身を投げ，それを見た漁師の台詞が芝居
を終えることになっているが，シアノ氏の演出では，コロスがナダに向かって
ハーッと息を吐いて「気」を送るような呪術的な身振りをし，それを受けたナ
ダがのけぞった瞬間に全員がストップモーションに入り，ヴィクトリアが「す
べてを救うことはできないのだから，せめて愛の家を守ることを学びましょ
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う」（II, 364）（29）という台詞を言って芝居が終る。
このような書き換えには賛否両論があって当然である。カミュの戯曲は，正
義のための闘いと愛する人と生きる幸福との間に引き裂かれた男が，闘いのな
かで愛を見失っていく悲劇である。だから女たちのコロスはディエゴを「思想
を選び」，「母親のもとを去り，愛する女と別れて，冒険へと走り」（II, 364）
孤独な死を迎える者として呪う。カミュはこの芝居で正義を求めて死んでいく
ことしか知らない男たちよりも，大地に根を張って愛に生きる女たちに理があ
るとしているのだ。シアノ氏の演出はカミュのそのような意図を無視したもの
であると言えるだろう。
しかし，カミュのそのような意図が『戒厳令』という作品を非常にわかりに
くいもの，観客の心に届きにくいものにしていることもまた事実だと言わねば
ならない。別のところでも書いたことだが（30），コロスがディエゴを呪うとい
う結末は，ディエゴの悪に対する闘いの意味を無にして，芝居の統一性をあや
うくしかねない。民衆に闘いを呼びかけるディエゴの中にある種の理想を見て
いた観客は，ラストで彼が呪われるのを見て唖然とするほかないのである。シ
アノ氏の選択が正しいものかどうか，筆者にはわからない。しかし，そもそも
芝居に決まった正解などないはずだ。作品のある一部を切り捨てることになろ
うとも，観客に首尾一貫した物語を届けようとしたシアノ氏の姿勢は，同じ演
劇を志す者としては決して理解できないものではない。
お わ り に
以上，シアノ氏が演出した 5作品をみてきたが，わずか 2年の間にカミュ
の全戯曲を上演したシアノ氏とその仲間たちの精力的な活動に筆者はあらため
て驚嘆の念を抱かずにいられない。シアノ氏はすぐれた演出家だがプロフェッ
ショナルではなく，TRAC は言ってしまえば地方のアマチュア劇団にすぎな
────────────
29 この台詞は本来はディエゴを呪うコロスの台詞である。
30 Hiroki Toura, op.cit. p.309.
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い。彼らの活動がフランスの演劇界に大きな影響を与えるとは思えない。しか
し，彼らの活動が，今後カミュの戯曲を上演しようとする者にとって，あるい
はカミュの戯曲を研究しようとする者にとって，重要かつ有用なものであるの
はたしかであろう。
芝居というものは小説や映画とは異なり，公演が終れば何も残らないもので
ある。そのはかなさが芝居の魅力のひとつだが，少なくとも芝居を見た人間の
心には何かが残るはずだ。シアノ氏と仲間たちが芝居にかけた情熱を受け止め
る人間は必ずいるにちがいない。現に，DVD という形ではあれ，遥か遠い日
本に住む筆者の心にもそれは届いたのだから。
最後になったが，DVD 5本を送ってくれたばかりか，ときにはぶしつけな
筆者の質問に快く答えてくれたヴァンサン・シアノ氏──いや，ここではもう
わが友ヴァンサンと呼ぼう──に感謝の意を表して筆をおくことにする。
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